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先行研究 

清水玲那・橋口恭子・小川克彦(2012) 
「紙と電子, 単語記憶にはどちらのメディアが有利か」 
〜概要〜 
短い間の記憶では慣れが重要となり、時間が経てば経つほどに、使
用頻度に関係なく紙のほうが覚えている。最終的に身につけるには
紙を利用した方が効果的に学習できる。 

研究方法 

　同じ昔話を被験者の半分には紙（簡単な絵本）で もう半分に
はタブレット端末（動画）で見てもらい記憶してもらう。 
〈人数〉 
　本　　　　　10人　 
　タブレット　10人　　 
〈使用する物語〉 
　１回目　だんだらぼっち 
　２回目　ちいさな鬼のおはなし 
　　本と動画で差が出ないように使用する動画を写真として切り
取り、動画の音声とおなじ文章を打ち込んだ自作の本を使用す
る。 
　　また使用する物語はどちらもYouTubeの「ゆめある　チャンネ
ル」様の動画とする。 
〈テスト期間、テスト回数、目的〉 
　直後にテストしたあとは１０日間ずつの間隔で合計４回行い長
期間の記憶力を測ってどちらのほうがより記憶することに優れて
いるかを研究する。 

 
 
 

必要な道具 
・本　１０冊×２回分 
（だんだらぼっち、ちいさな鬼のおはなし） 
・テスト　１〜４回分×２０人分 
・タブレット端末 

仮説 
『見た直後は紙媒体とICT端末どちらもテストの平均は変わらな
いが日数を重ねるにつれて紙媒体のほうがICT端末より点数が
高くなっていく。』 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研究の目的 
　ネット環境が整った今の時代、授業でもプリントやICT端末を
使用したりしていることからより理解度を高めるためにはどの教
材をどのように使えばよいのかを検証し、今後の学校生活を含
め、将来の教師という夢に活かす。 

研究結果 
〈1回目〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈2回目〉 

どちらの物語でも日が立つに連れテストの平均は全体的に右
肩下がりになったが「ちいさな鬼のお話」の方がその傾向が顕
著に出た。 
しかし、紙とICT端末のどちらで記憶したほうが点数が高いか
はこの結果からはわからない。 

考察
日数を重ねるごとに紙媒体を使ったほうが記憶に残るという考
えを裏付ける確信的な結果は約３０日という短い期間では得ら
れなかった。よって確実に紙媒体のほうが記憶することに優れ
ているとは言えないと考えられる。
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今後の展望
◯実験期間を延長することで長期の記憶に及ぼす媒体の影響
を調べる。 
◯男女によって記憶に優れた媒体に違いがあるかもしれないの
で被験者の人数を増やす。 
◯今回の実験、今後の実験すべてを踏まえたうえで実験の目
的である『どの教材をどのように使用すべきか』という点におい
ての解決を図る。 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